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第 3 章では、レーザ光のプロファイルがブレイクダウン現象におよぼす影響について観察し、光源である Nd:YAG
レーザの発振条件の変化によって、パルス光のフ。ロファイルが変化すること、その結果として、ブレイクダウン現象
にも変化が見られることを見いだしている。
第 4 章では、レーザ励起ブレイクダウンにおよぼす集光光学系の収差の影響について検討し、実験で用いた集光光
学系では球面収差の影響で集光特性が理想的な集光光学系に比べて悪くなり、特に焦点距離が短い場合、アクロマー
トレンズのような収差の影響を補正した集光光学系の使用により、ブレイクダウン特性が改善されることを見いだし
た。
第 5 章では、カセグレン光学系とストリークカメラを使用することにより、プラズ、マが形成されてから消滅するま
での同一プラズマからの自発光スペクトルを時間連続測定し、形成されたプラズマの内部構造および広がり過程を明
らかにしている。
第 6 章は、各章で得られた結論を総括している。
以上のように、本論文はレーザ励起ブレイクダウンによる着火のメカニズムの解明を目的として、レーザ励起ブレ
イクダウンに及ぼすパラメータ依存性について解析を行い、シミュレーションと実験結果との対比による検証を行っ
ている。また、ブレイクダウンに伴い形成されるプラズマについて調べ、いままで観測されていなかったプラズマ内
部の現象の時間経過を明らかにしている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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